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現代の住空間のなかに設置する茶を頂く家具の考察を皮切りに、家具化した茶空間の可能性を考察し、より
実験的な空間の提案を行なうための考察を繰り返しながら、単に伝統をそのまま継承するのでなく、空間デ
ザインを通して日中の文化を融合し、東アジアの茶文化の発展的継承する手法が具体的な作品を通して明快
に示されている。こうした考察は、複数文化との融合や伝統の発展的継承を指向する空間演出デザインにと
ってとても有意義なものである。 
よってこれら総合的な判断から作品、論文ともに博士学位取得に相応すると認めることができ、合格と判
断した。 
